
（別紙３）

～ 令和7年5月20日

（対象者数） 9（利用者数　11） （回答者数）
8

～ 令和7年5月20日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 調理のレパートリーを増やす。

2
より話しやすい雰囲気作りや時間を設けての話し合いなどを

意識して行っている。

3 どちらか一方に負担が集中しないように配慮をしている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
スケジュールの工夫や小集団での活動、長期休暇中の時間を

活用している。

2 他事業所との交流を促す。

3

事業所に畑がある（食育）
季節の野菜の育ちを観察、収穫体験、調理へ取り入れることで

食育につなげる。

職員間での情報共有や意見交換等が活発に行われている。
子ども達の小さな変化等を伝え合い、話し合えるように意識し

ている。

男性、女性両方の職員が在籍している。 同性介助を基本としている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

学校の校数が多く、下校時間がまちまちなため、集団活動に取

り組みづらい。
児童全員がそろう時間が少ない。

他事業所や地域とのかかわりが少ない。 地域の高齢化や参加できるイベントが少ない。

令和7年5月7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年11月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　　いちばん星

○保護者評価実施期間
令和7年5月7日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


